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ト構成によって 3つのタイプ(I, II, III)に分類されている。タイプ I及びタイプ IIの PKSが 2種
以上のドメインを含むタンパクまたはタンパク複合体であるのに対し、タイプ III の PKS は基本
的にケトシンターゼ(KS)ドメインのみによって構成されている。しかしながら、例外的にタイプ I
とタイプ III の PKS ドメインを双方とも含むマルチドメインタンパク質が原生生物の細胞性粘菌
(Dictyostelium discoideum)から見つかっており、タイプ IのPKSで触媒される反応により生成し
た化合物を基質としてタイプ III の PKS による反応を連続的に行うことが知られている。そこで
本研究ではこのような複数ドメインを含むタイプ III の PKS の多様性を調べるため、配列類似
度に基づくゲノムマイニング手法によってゲノムの決定された生物の遺伝子データベースであ
る KEGG GENES に含まれるタイプ III の PKS 候補遺伝子を網羅的に抽出した。抽出された




Marine Microbial Eukaryote Transcriptome Sequencing Projectのデータを用いて追加検討を
行った。その結果、合計 307の原生生物候補配列が得られ、これらは系統樹上において 5 つ
のクレードに分割された。このことは原生生物のタイプ III の PKS の多様性が以前考えられて
いたものよりも多様であることを示すものである。また、5 つのクレード中 4 つのクレードに含ま
れる配列は新奇なドメイン構成のマルチドメイン配列を数多く含んでいることがわかった。これ
らのことから複数ドメインにより構成されるタイプ III の PKS は現在のところ原生生物のみに確
認され、また、その存在は原生生物において広く見られることがわかった。このような PKSは新
奇機能を持っている可能性が高く、その機能解明が今後期待されるところである。 
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